
 

号外！次は１２月！この２人と、あの若手。 

第３０回 佐世保かっちぇて落語会 

林家正蔵・古今亭菊之丞 
それぞれ二席づつ、たっぷりと。 

 

 

次回は、なんと、なんと、南都雄二とミヤコ蝶々の夫婦漫才は面白かった。

と言っても、「蝶々・雄二」のことを知らない人がほとんどでしょうが、そ

んなことは気にせず続けますが・・・なんと、なんと、次回は３０回！なの

であります。  

立ち上げた当初、佐世保は落語文化には馴染みの薄い土地柄でしたので、「５

回も続けばよかっちゃなか」、「いや、３回くらいで終わるやろ」、「いや、

こいが最初で最後ばい」などなど、いろんな雑音が聞こえてきましたが、私

の耳は貝の殻、海のひびきを懐かしみこそすれ、そういうネガティブな意見

には耳傾けず・・・「地元の子供たちが“地産地笑”で前座を務め、テレビ

で知ってる知らないに関わらず、ほんとに上手くて面白い噺家さんが来てく

れて、これだけたっぷり演ってくれて、これだけ手頃な料金で堪能できる落

語会が佐世保になかっただけだから、実際に見て、聴いて、笑って、感じる

機会さえあれば、落語の楽しさ、古典の深さ、噺家の良し悪しを必ずわかっ

てもらえる、わかったら必ず次も来てくれる」と、我が故郷の人たちの感性

を信じて、続けてまいりましたが、信じる者は救われる。金魚は縁日ですく

われる。  

コロナ禍で厳しい運営状況もありましたが、いま、この会場で、このチラシ

を手にしていただいているお客様方のおかげで、なんとか、なんとか、３０

回を迎えることができました。ありがとうございます！  

そんな感性豊かでわかってくれるお客様方の期待に応えるべく、次回も、素

晴らしい噺家さんたちに来ていただきます。  

 

 

林家正蔵   ：全国的な人気もさることながら、文化庁芸術祭優秀賞なども  

       受賞し、その温かい人柄から語られる古典落語には、「正蔵  

          ならではの、優しい笑いと人情があふれている」と、非常に  

          高く評価されている。落語協会副会長として落語界を支え、  

          テレビに映画に非常に多忙ながら、私たちの「かっちぇて」  

          には、８回目の出演。有難いですねぇ。次回は、あの名作を  

          演ってくれるのか、期待は膨らむばかりです。お楽しみに！  

 



 

 

古今亭菊之丞：初登場です！２００３年に異例の単独真打昇進を果たした実  

力派であり、その名の通り風貌は歌舞伎の女形か、大店の若  

旦那のようであり、今では数少なくなった江戸っ子気質の噺  

家である。芸術選奨文部科学大臣新人賞などを受賞し、その  

独特の粋と艶っぽさがある高座を、ぜひ見聞してほしい。  

 

林家たま平   ：正蔵師匠の弟子であり、実の息子。回を重ねるたびに、その  

勢いのある高座に佐世保でもファンが増えていて、落語界初  

の四代目として、将来を期待されている若き噺家である。  

 

 

次回も、西の端っこではなかなか見聞できないトップクラスの噺家さんたち

が来てくれて、地元の子供たちによる佐世保ならではの地産地笑があって、

内容たっぷりで、この料金です（自画自賛かよ！はい、私は自画爺さんです）。 

思うところあって、行政を頼らず、スポンサーも求めていませんが、志を詰

めた手弁当で協力してくれている仲間たちのおかげもあって、皆様の入場料

だけで運営していますので・・・「そうや、そがんなら、おいは予約してや

るばい」、「そうね、あんたの気持ちはようわかった。うちは次も来てやる

けん」と思ってもらえると・・・嬉しいですねぇ。  

３１回、３２回、３３回と続けるためにも。コロナ以降、閉塞感漂い重苦し

い空気の昨今ではありますが、それでも！笑う門には福来る、笑顔の人には

幸来る。次回も！あなたと！会場でお会いできることを願っております。  

（文責・海老原靖芳）  

 

 

2022 年 12 月 4 日（日） 開演午後４時 

佐世保コミュニティーセンター５Ｆ 

指定席  大人：2,500 円・小中高生：1,000 円  
 

    ※  次回も指定席のみの販売とさせていただきます。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※チケット販売･問合せ先  

佐世保かっちぇて落語会・実行委員会  事務局 
佐世保市干尽町 2-5 観光交流センター 2F Soup-Up させぼ内  

Tel :0956-32-0888／ Fax :0956-59-8151 

営業時間：月～金  9 時～18 時  



 


